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ダノレ電場と分散磁場および一様磁場から成り立っている。 トロイダノレ電場は軌道半経 30cm， 偏向











ために磁場に対しては出入口に Herzog iron shield をつけ電場に対しては出入口に Herzog end 
plate をつけた。
イオン軌道全長 6.5m の本装置は比較的小型ではあるが 39K 熱イオンによる試験段階で分解能約





る。またイオン源も PIG 型および Nier 型を試作した。
CaHs-C02 のピークマッチング法による測定結果は電圧測定の精度が不足したので誤差が大きく






40Ca と 40Ar は共に存在比の大きい原子であるが，両者の質量差が約 200keV と非常に小さいの
で従来の質量分析器は分解能が不足して直接測定することができなかった。本装置はすでに試験段階
で高い分解能が得られているので，この質量差の直接測定をピークマッチング法によって行ない， 26 
回の測定の平均値として194.35士 0.45μu を得た。乙の時の分解能は半波高値で600 ， 000~700 ， 000で
オツシロスコープのブラウン管上で 40Ca イオンと 40Ar イオンのピークが一致したかどうかを肉眼
で観測して判定する際にピーク巾の20分の 1 程度の誤差がはいる可能性があるのでこの点を考慮する
と今回の測定値は194.4士3.5μu となる。この値は1964年 atomic mass ta ble からの計算値205.4士










福本君は，原子質量の精密測定を行なう目的で， r- 1 磁場を利用した新しい原理による高分散，高
分解能の質量分析器を建設した。 この装置はトロイダノレ電場(軌道半経 30cm) , r- 1 磁場(半経 22








さらに福本君は， 乙の装置を用いて Ca40 と Ar40 の質量差をピーク・マッテング法により直接測
定したD この質量差は約 200 keV しかなく， 従来の質量分析器では分解能の不忌のために， 直接測
定することができず CaH4+ イオンと比較して質量差が算出されていた。 1964 年マス・テープノレによ
るとこの質量差は 204.7士 3.6μu であるが，福本君の得た結果は 196.3土 3.5μuで約 10μu 小さくな
っている。このことからマス・テープノレの値はなお検討する必要があるように思われる。
以上の福本君の仕事は，質量分析器の改良，およびそれによる原子質量精密測定法に大きい進歩を
もたらすもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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